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区
議
会
で
は
、
区
民
の
み
な
さ
ん

の
生
活
に
関
わ
る
様
々
な
問
題
に
つ

い
て
活
発
に
議
論
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
本
会
議
を
は
じ
め
、
常
任
委
員

会
、
議
会
運
営
委
員
会
、
特
別
委
員

会
は
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。�

��

　
本
会
議
や
委
員
会
の
傍
聴
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、「
傍
聴
券
」
が
必
要

と
な
り
ま
す
。�

　
傍
聴
の
申
込
み
は
、
本
庁
舎
中
央

館
６
階
の
区
議
会
事
務
局
で
開
会
予

定
時
刻
の
１
時
間
前
〜
30
分
前
ま
で

に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
、
定
員
に
満
た
な
い

場
合
は
先
着
順
に
傍
聴
券
を
お
渡
し

し
ま
す
。�

　
入
場
の
際
は
、
傍
聴
券
に
住
所
・

氏
名
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
、
係
員

に
傍
聴
券
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。�

お
帰
り
の
際
に
は
、
傍
聴
券
を
返
却

し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
紛
失
さ

れ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

　
会
議
日
程
に
つ
い
て
は
、
区
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
若
し
く
は
、
お
電
話

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。�

問
合
せ
　
区
議
会
事
務
局
議
事
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「
意
見
書
の
提
出
」�
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今
定
例
会
で
可
決
し
た�
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見
書
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文
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今
定
例
会
で
可
決
し
た�

������

　
今
定
例
会
で
可
決
し
た
意
見
書
は

次
の
３
件
で
す
。
意
見
書
は
、
関
係

機
関
に
送
付
い
た
し
ま
し
た
。�

税
源
移
譲
を
基
本
と
す
る
「
三
位
一

体
の
改
革
」
に
関
す
る
意
見
書�

　
現
下
の
地
方
財
政
は
、
バ
ブ
ル
経

済
崩
壊
後
の
税
の
大
幅
な
減
収
に
加

え
、
国
が
経
済
対
策
の
一
環
と
し
て

実
施
し
て
き
た
国
税
及
び
地
方
税
を

併
せ
た
政
策
減
税
、
景
気
対
策
に
よ

る
公
共
事
業
の
追
加
等
の
経
済
財
政

運
営
に
よ
り
、
財
源
不
足
が
拡
大
し
、

危
機
的
な
状
況
に
あ
る
。�

　
各
都
市
に
お
い
て
は
、
徹
底
し
た

行
財
政
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
個
性
豊
か
な
地
域
社
会

の
形
成
、
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
、

地
域
経
済
の
活
性
化
等
の
新
た
な
行

政
課
題
に
直
面
し
て
お
り
、
真
の
分

権
型
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

自
己
決
定
及
び
自
己
責
任
に
基
づ
く

地
方
税
財
政
基
盤
の
確
立
が
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
。�

　
政
府
に
お
い
て
は
、
平
成
14
年
６

月
25
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
経
済

財
政
運
営
と
構
造
改
革
に
関
す
る
基

本
方
針
2002
」（
骨
太
の
方
針
第
２
弾
）

に
基
づ
き
、
国
庫
補
助
負
担
金
、
地

方
交
付
税
、
税
源
移
譲
等
を
含
む
税

源
配
分
の
あ
り
方
を
三
位
一
体
で
改

革
し
、６
月
末
ま
で
に
改
革
工
程
表
を

と
り
ま
と
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。�

　
こ
の
三
位
一
体
の
改
革
に
当
た
っ

て
は
、
地
方
分
権
の
基
本
理
念
を
踏

ま
え
、
地
方
分
権
改
革
の
残
さ
れ
た

最
大
の
課
題
で
あ
る
、
国
と
地
方
の

役
割
分
担
を
踏
ま
え
た
税
源
移
譲
等

に
よ
る
地
方
税
財
源
の
充
実
強
化
が

必
要
不
可
欠
で
あ
る
。�

　
よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
国
会
及

び
政
府
に
対
し
、
次
の
事
項
に
つ
い

て
の
早
期
実
現
を
強
く
求
め
る
も
の

で
あ
る
。�

１
　
基
幹
税
の
再
配
分
を
基
本
と
す

る
税
源
移
譲
等
の
地
方
税
財
源
を

充
実
強
化
す
る
こ
と�

２
　
地
方
交
付
税
を
通
じ
た
財
源
保

障
機
能
と
財
源
調
整
機
能
を
堅
持

す
る
こ
と�

３
　
国
庫
補
助
負
担
金
の
廃
止
及
び

縮
減
は
、
単
な
る
地
方
へ
の
財
政

負
担
の
転
嫁
と
せ
ず
、
税
源
移
譲

等
と
一
体
的
に
実
施
す
る
こ
と�

（
６
月
17
日
議
決
）�

（
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官
、
経

済
財
政
政
策
担
当
大
臣
、
総
務
大
臣
、

財
務
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
あ
て
）�

郵
便
投
票
制
度
等
の
改
正
を
求
め
る

意
見
書�

　
現
在
の
公
職
選
挙
法
に
お
け
る
郵

便
投
票
制
度
で
は
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
（
筋
萎

縮
性
側
索
硬
化
症
）
患
者
や
、
対
人

恐
怖
症
な
ど
で
投
票
所
に
行
け
な
い

知
的
障
害
者
は
、
選
挙
権
の
行
使
が

出
来
な
い
状
態
に
あ
る
。
こ
の
状
況

に
つ
い
て
「
郵
便
投
票
に
お
い
て
代

筆
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
現
行
の
選

挙
制
度
は
法
の
下
の
平
等
に
反
す
る
」、

「
郵
便
投
票
制
度
を
重
度
身
体
障
害

者
に
限
っ
た
選
挙
制
度
は
憲
法
違
反

で
あ
る
」
な
ど
と
、Ａ
Ｌ
Ｓ
患
者
等
が

国
家
賠
償
請
求
訴
訟
を
お
こ
し
た
。

こ
れ
を
受
け
地
方
裁
判
所
の
判
決
は
、

原
告
の
訴
え
は
退
け
た
も
の
の
、「
原

告
等
が
選
挙
権
を
行
使
で
き
る
投
票

制
度
が
無
か
っ
た
こ
と
は
、
憲
法
違

反
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
」、「
現
行

制
度
は
憲
法
の
趣
旨
に
照
ら
し
て
完

全
で
は
な
く
、
在
宅
投
票
の
対
象
拡

大
な
ど
の
方
向
で
改
善
が
図
ら
れ
て

し
か
る
べ
き
も
の
で
あ
る
」
な
ど
、

行
政
府
に
現
行
制
度
改
善
の
努
力
を

求
め
る
判
断
を
下
し
た
。�

　
こ
れ
ら
の
判
決
に
関
し
て
、
政
府

高
官
も
「
投
票
困
難
な
人
々
の
投
票

機
会
を
確
保
す
る
こ
と
は
重
要
な
課

題
と
認
識
し
て
い
る
」
と
発
言
し
て

い
る
。�

　
我
が
国
の
郵
便
投
票
制
度
で
投
票

で
き
る
人
は
、
自
書
で
き
る
人
で
、

身
体
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を
受
け
、

障
害
の
程
度
が
定
め
ら
れ
た
基
準
に

該
当
す
る
人
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、

郵
便
投
票
が
で
き
る
人
で
も
、
手
続

き
が
煩
雑
で
あ
る
等
、
選
挙
権
の
行

使
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
。
従
っ
て
、

民
主
主
義
の
観
点
か
ら
も
、
早
急
に

制
度
を
改
善
し
、
こ
う
し
た
人
々
の

参
政
権
の
確
保
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。�

　
よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
国
会
及

び
政
府
に
対
し
、
次
の
事
項
の
所
要

の
措
置
を
早
急
に
講
じ
、
選
挙
権
（
投

票
の
機
会
）
と
い
う
基
本
的
権
利
を

行
使
す
る
に
あ
た
っ
て
の
障
壁
を
、

一
刻
も
早
く
取
り
除
く
こ
と
を
強
く

求
め
る
も
の
で
あ
る
。�

１
　
障
害
者
や
難
病
患
者
、
要
介
護

状
態
の
高
齢
者
等
、
郵
便
に
よ
る

不
在
者
投
票
対
象
有
権
者
の
範
囲

を
拡
大
す
る
こ
と�

２
　
Ａ
Ｌ
Ｓ
（
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化

症
）
患
者
等
、
自
筆
が
困
難
な
人

の
た
め
に
在
宅
代
理
投
票
制
度
を

導
入
す
る
こ
と�

３
　
現
在
の
郵
便
投
票
制
度
に
お
け

る
資
格
証
明
や
申
請
手
続
き
等
の

簡
素
化
を
図
り
、
容
易
に
投
票
で

き
る
よ
う
に
改
善
を
図
る
こ
と�

（
６
月
30
日
議
決
）�

（
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
あ
て
）�

�����������

外
国
人
学
校
へ
の
大
学
入
学
資
格
付

与
早
期
実
現
を
求
め
る
意
見
書�

　
近
年
、
我
が
国
に
中
・
長
期
的
に

滞
在
す
る
外
国
人
が
増
加
し
て
お
り
、

そ
の
子
ど
も
達
の
多
く
が
日
本
国
内

に
あ
る
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス

ク
ー
ル
や
外
国
人
学
校
に
通
学
し
て

い
る
。�

　
し
か
し
、
現
在
彼
ら
が
我
が
国
の

国
立
大
学
な
ど
を
受
験
し
よ
う
と
す

る
場
合
は
、
大
学
入
学
資
格
検
定
に

合
格
し
な
け
れ
ば
入
学
試
験
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
。�

　
一
方
、
政
府
の
規
制
改
革
推
進
３

か
年
計
画
（
平
成
14
年
３
月
29
日
閣

議
決
定
）
は
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
ス
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
一
定
水

準
の
教
育
を
受
け
て
卒
業
し
た
生
徒

が
希
望
す
る
場
合
に
は
、
我
が
国
の

大
学
や
高
等
学
校
に
入
学
す
る
機
会

を
拡
大
す
る
。
」
と
入
学
資
格
の
弾

力
化
を
提
案
し
た
。�

　
こ
れ
を
受
け
、
文
部
科
学
省
は
本

年
３
月
に
、
教
育
に
関
す
る
規
制
緩

和
の
一
環
と
し
て
、
米
国
の
西
部
地

域
学
校
大
学
協
会
（
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｃ
）
な

ど
３
つ
の
英
米
学
校
評
価
機
関
に
よ

っ
て
認
定
さ
れ
た
欧
米
系
の
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
ク
ー
ル
16
校
に

大
学
入
学
資
格
を
認
め
る
こ
と
と
し

た
。
し
か
し
、
中
華
学
校
、
韓
国
学

校
、
朝
鮮
学
校
な
ど
ア
ジ
ア
系
を

中
心
と
し
た
そ
の
他
の
外
国
人
学

校
17
校
は
除
外
さ
れ
る
結
果
と
な

っ
た
た
め
、
ア
ジ
ア
系
学
校
な
ど

の
関
係
者
が
強
く
反
発
し
、
文
部

科
学
省
は
当
初
の
方
針
を
撤
回
し

て
ア
ジ
ア
系
学
校
な
ど
に
も
入
学

資
格
を
認
め
る
方
向
で
再
検
討
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。�

　
能
力
に
応
じ
て
全
て
の
人
に
差
別

な
く
教
育
の
場
を
保
障
し
よ
う
と
す

る
国
際
人
権
規
約
や
子
ど
も
の
権
利

条
約
な
ど
の
趣
旨
、
す
で
に
一
部
の

私
立
大
学
な
ど
は
ア
ジ
ア
系
学
校
の

卒
業
生
に
入
学
資
格
を
認
め
て
い
る

現
状
な
ど
を
鑑
み
て
も
、
欧
米
系
学

校
と
ア
ジ
ア
系
学
校
を
差
別
す
る
こ

と
は
問
題
で
あ
る
。�

　
よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
政
府
に

対
し
、
全
て
の
外
国
人
学
校
に
通
う

子
ど
も
達
が
平
成
16
年
度
の
大
学
入

学
資
格
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
、
早
急

に
具
体
的
な
方
針
を
示
す
こ
と
を
求

め
る
も
の
で
あ
る
。�（

６
月
30
日
議
決
）�

（
内
閣
総
理
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣

あ
て
）�

��

　
７
月
７
日
に
江
戸
川
区
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
足
立
、

葛
飾
、
江
戸
川
の
各
区
を
走
る
環

状
鉄
道
の
整
備
促
進
を
目
指
し
た
、

平
成
15
年
度
環
七
高
速
鉄
道
（
メ

ト
ロ
セ
ブ
ン
）
促
進
協
議
会
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
足
立
区
議
会
か
ら
は
、
議
長
、

副
議
長
と
交
通
網･

都
市
基
盤
整

備
調
査
特
別
委
員
会
の
委
員
が
出

席
し
ま
し
た
。�

　
総
会
終
了
後
に
は
、
専
門
家
を

招
い
て
、「
こ
れ
か
ら
の
都
市
鉄

道
整
備
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講

演
を
聴
き
、
見
識
を
深
め
て
き
ま

し
た
。�

　
足
立
区
は
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ�

レ
ス
、
日
暮
里･

舎
人
線
が
開
業

す
る
予
定
で
あ
り
、
区
内
の
南
北

の
交
通
利
便
は
飛
躍
的
に
向
上
し

ま
す
が
、
東
西
の
交
通
網
の
整
備

は
大
き
な
課
題
で
す
。�

　
今
後
も
、
足
立
区
議
会
は
各
区

議
会
、
関
係
諸
機
関
と
の
連
携
を

密
に
し
て
、
一
日
も
早
い
メ
ト
ロ

セ
ブ
ン
の
開
業
実
現
に
向
け
て
努

力
し
、
区
民
の
皆
様
の
交
通
利
便

性
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。�

地
方
自
治
体
の
議
会
が
、
当
該
自

治
体
の
公
益
に
関
す
る
事
件
に
つ

い
て
議
会
の
意
思
を
意
見
と
し
て

ま
と
め
た
も
の
を
国
会
や
関
係
行

政
庁
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
。
地
方
自
治
法
第
99
条
に
規

定
さ
れ
て
い
ま
す
。�

平
成
平
成
15
年
度
メ
ト
ロ
セ
ブ
ン

年
度
メ
ト
ロ
セ
ブ
ン�

　
　
促
進
協
議
会
総
会
に
参
加

　
　
促
進
協
議
会
総
会
に
参
加�

傍
聴
の
受
付
に
つ
い
て�

足 立 区 議 会 だ よ り �




